
令和３年１２月１３日 

社会福祉法人いずみ ひまわり（児童発達支援） 

令和３年度 ひまわり（児童発達支援） 自己評価に対する検討結果 

アンケート実施期間：令和３年１１月 

 アンケート結果 改善目標、工夫している点 

環境・体制整備 

 

保護者より 

・「活動等のスペースが十分

に確保されている」の項

目について「広々と活動

できて良い」と複数の回

答があった。 

・「職員の配置数や専門性は

適切である」ではどちら

ともいえないが 1名いた。 

・「生活空間は清潔で心地よ

く過ごせる環境になって

いるか」について、トイ

レを含め清潔に保たれて

いるとの複数回答があっ

た。 

 

・他室(放課後等デイの部屋)利用について：午前(ひまわり活動時間)は空室が多く、ＰＴ個別や、レク等の

活動時、使用する事で広いスペースが確保できた。感染予防対策にも繋がった。 

 

 

 

・職員数については必要時には多く配置する様にしていた。多くの職員が関わる事が多かった。 

 

・トイレには子供トイレ、おまる用トイレ、おむつ交換台が設置されている。掃除は毎日行っている。レ

イアウトも季節により替え、子供が楽しめる雰囲気を作っている。 

業務改善 事業所より 

・「第三者による外部評価を

行い、評価結果を業務改

善につなげているか。」に

は全員が「いいえ」の回

答だった。 

 

・事業者向並びに保護者向自己評価表を実施している。結果は回覧や配布により周知、またホームページ

で報告している。今後も継続して実施していく予定。 

・第三者による外部評価は未実施。まずは、自己評価の結果を踏まえて支援の向上につなげていく。 

 外部評価の実施については、今後検討していく。 

 

適切な支援の提供 

 

 

 

事業所より 

・「活動プログラムの立案を

チームで行っているか」

はいいえが１名。「今年度

・企画・立案はリード職員が主に行い、職員間で相談して活動プログラムを決めることが多かった。法人

内他事業所と活動プログラムの情報交換を適宜行い、これまでより様々な行事や活動プログラムを行う

ことができていた。 

 



 

 

 

 

 

関係機関や保護者

との連携関係機関

や保護者との連携 

は出来ていない」との回

答があった。 

保護者、事業所より 

・「保育所や認定こども園、

幼稚園等との交流や、障

害のない子供と活動する

機会がある」では「コロ

ナが落ち着いたら交流を

したい。」との意見が保護

者、事業所両方よりあっ

た。 

 

・コロナ感染症予防の為、今年度、他施設交流は行わなかった。法人内での交流は行う様にした。一昨年

度までは他事業所との定期的交流はあった。再開については、感染状況など踏まえ、検討していく。 

 

 

 

 

 

 

非常時等の対応 保護者より 

・緊急時対応マニュアル、 

 防犯マニュアル、感染症 

 マニュアルを策定し、職 

 員や保護者に周知すると 

 共に、発生を想定した訓 

練を実施しているかに対

して、「「わからない」の

意見が１名あった。 

・非常災害の発生に備え、 

 定期的に避難、救出その 

 他必要な訓練を行ってい 

 るかに対して、「わからな

い」が１名あった。 

 

・マニュアル等に関しては策定している。保護者会や通信物、掲示を通して保護者へも周知している。 

・防災訓練については、消防訓練を定期的に行い、事前連絡、事後報告を行った。 

・今後も、災害に合わせた訓練を計画し、実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 保護者より 

「事業所の支援に満足して

いる」の項目で１名「わか

らない」とあった。 

・今後も、利用者、保護者とも満足していただけるような療育を提供できるように努めていく。面談時

等に、ご意見、要望を聞いていく。 

以上 


